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ガブリエノレ@ガルシアェマルケス

『我が哀しき娼婦たちの思い出』と)r r端藤成『眠れる美女』

コラージュと変奏

寿行

序

2004年に発表された長編『我が哀しき娼婦たちの思い出 Memoriadεmis putas 

tristes~ (以下『思い出Jと略す)は、コロンビアのノーベノレ賞作家ガブリエノレ@

ガルシアコマノレケスの、 10年ぶりの新作小説として、出版前から大きな話題と

なっていた。我が国でも代表作『百年の孤独~ ~族長の秋~ ~予告された殺人の

記録』をはじめとする多くの作品が紹介され、ラテンアメリカのいわゆる「魔

術的リアリズムJを代表する作家として知られているマルケスだが、 1992年の

短編集『十二の遍歴の物語』以来、小説の新作は発表されていなかった o マル

ケスの新作への期待がいかに高まっていたかは、正規の出版前に海賊版が出回

り、版元が対策として、予定されていた出版日を前倒しする羽自になったとい

う、コロンビアでのエピソードからも窺われる。

さて、我々日本人読者にとってこの『思い出』は、別の意味でも興味深い作

品である。というのもこのやや短めの長編は、 JrJ端康成の代表作の一つ、町民れ

る美女~ (1961)を換骨奪胎したものだからだ。既存の作品や資料を分解し、コ

ラージュして組み合わせ、そこに自分のテーマを注入して独自の物語世界を構

築してゆくマノレケスの手法については、既に先行研究が存在する 20 以下本論文

1 小説以タトの作品としては、長編ノンフィクション『誘拐』や自伝『諮るために生きるi
シナリオ教室でのゼミ記録、そして多数のエッセイを発表しているので、

ない0

2 マルケスが『族長の秋Jにおいて、アメリカ大陸について (クロ

ニカ)や絵画、フオルタローレの歌詞やノレベン・ダワーオのテクストを、

利用しているかについては、AngelDiaz ぉ ，La aventura una 

patriarca Gabriel M泣rquez. Edition Reichenberger， 

において、ウィリアム・フォータナーの短篇「エミリ し

ごこマルケス るウィリアム・ブオークナーの

「エミリ

110-128参照。

J¥J 67号 (1995年10月)、 pp.



では、マノレケスが川端のオリジナルを、どのように分解し組み立て直し、その

そティーフを変奏しながら、自分なりの『眠れる美女』を創り出したかについ

て、考察を行う O そのためにはまず、マノレケスの『眠れる美女』への関心が、

いつ頃に遡り、どのように発展してきたかを、確認しておく必要がある。

マノレケスが川端の『眠れる美女』への関心を、初めて文章において明らかに

したのは、1982年のことである。この年に普かれたエッセイ「眠れる美女の飛行J3 

は、語り手であるマノレケスが、パリのシヤノレノレ@ドゴール空港で、「ボリビア出

でもフィリピン出身でもありそうなf東洋風の若い絶世の美女を見かける場

面で始まる。二人は閉じニューヨーク行の飛行機の、それも隣り合わせの席に

ことになるが、近づきたいというマルケスの思いとは裏腹に、「美女」はで

きぱきと身の回りを整えると、離陸早々睡眠薬を服んで¥熟睡してしまう o r22 

歳以上には見えなかったf彼女の寝顔を見つめながら、マノレケスは最初スペイ

ンの現代詩人ヘラノレド@デイエゴのソネットを思い出すが、やがて自分の置か

れた状況は、恋人の寝顔を見つめるディエゴの詩の語り手よりも、すぐ隣に眠

こと 〔々」 い、Jrr端作品の主人公に近い

と思うようにな 'cv0 

マノレケスによれば、かつては特別興味を持っていなかった日本文学に関心を

寄せるようになったのは、その数年前にパりで、作家アラン@ジョブロイの紹

、数人の日本人作家と会食し、楽しい時間を過ごしたのがきっかけだった。

それ以前の彼は、「高校時代の哀しい俳諮」を除けば、スペイン語に訳された谷

崎潤一郎の短篇を幾っか読んだだけであり、Jr(端作品は、 1968年のノーベル文

を機に一度読み始めた(何を読んだのか、作品名は明らかにされてい

ない)が、途中で、眠ってしまったという。また彼が「日本人作家について確か

に知っている唯一のことJといえば、)11端、太宰治、三島由紀夫のように、遅

3 このエッセイの原題は“Elavion de la bella durmiente"といい、正確には「眠れる美女(単

数)の飛行機」と訳されるべきものである。このタイトノレは、目畏れる美女』のスペイン語タイ

トノレ、 Lacasa de las bellas durrnientes (眠れる美女(複数)の家)をもじったものである。た

だし本文中では、エッセイ版も、引き続き論ずる小説版も、共に日本での慣例に従い、「眠れる

美女の飛行Jと表記する。

.J Gabriel GarcぬMarquez， de trensa: Obra teriodistica 5 (1961-1984). Barcelona: 

Mondadori， 1999. p. 379翻訳は引用者による o

5 Ibid.， p‘380. 



かれ早かれみんな「ハラキリ」で自殺するということで、あった。そこで彼は、

客の日本人作家たちが自殺しないことを条件に、ジョブロイの誘いに応じるの

だが、結果は先に述べたように、満足のいくものだった。残念ながらマルケス

は、会食した作家たちの名を記していないのだが、彼らに「日本の読者にとっ

ては、私が日本人作家だということは、疑いの余地のないことだ」と思われて

いることを知らされる 60

これがきっかけとなって、改めて日本文学に関心を抱いたマルケスは、遠藤

周作、大江健三郎、井上靖、芥川龍之介、井伏鱒二、太宰治、「加えて当然J} 1( 

端と三島の作品を、パリの専門書庖で手に入れ、ほとんど丸一年そればかりを

読んだ末に、「説明できないし、私の唯一の日本訪問の間には、あの国の生活に

感じたことはなかった何かJ共通するものが、日本文学と自分の作品の聞に存

在することを、確信するに至る 70

マルケスによれば、そんな日本文学作品の中で、唯一自分でも書いてみたい

と思わされたのが、『眠れる美女』であった。しかし『眠れる美女』では、「京

都郊外のj 館で「最後の愛の最も洗練された形式」として、睡眠薬で眠らされ

た「町で一番の美少女たちJを、触れることなく見つめながら一夜を過ごすた

めに、「老いたブノレジョワたちが大金を支払うJのだが、いざ実際に、飛行機の

中で似たような状況に置かれたマルケスは、「眠れる美女」に呪縛されているこ

とにむしろ苦痛を感じ、「私の自由を、おそらくは私の若ささえJ取り戻せるよ

う、誰かが彼女を起こしてくれることを、願うようになる。しかし「美女Jは

ニューヨークに機が着くと、一人で日を覚まし、マノレケスには目もくれぬまま

身支度を済ませ、真っ先に降りていってしまう。そして同じ機でメキシコまで

向かったマルケスが、苦い思いを噛みしめながら、イミグレーション@カード

に「職業 日本人作家。年齢 92歳Jと記入するところで、このエッセイは終わる 80

文中では特別な言及はないが、このエッセイが書かれた 1982年は、マノレケ

がノーベん文学賞を受賞した年でもある。彼がこれを機会に、日本のノーベノレ

賞作家である川端に、改めて関心を抱いたとしても、おかしくはない。しかし

マルケスが、『雪国Jのような川端の他の代表作に言及することは、全くない。

続いてみていくように、彼が特別に関心を寄せるのは、)11端康成という

はなく、あくまで『眠れる美女』という作品なのである。
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さで、マノレケスはこのエッセイ発表から 10年後の 1992年、これを小説化し

た同名の短篇を、『十二の遍歴の物語』に収録する。「ヨ一口ッパのラテンアメ

リカ人Jというモティーフを共有することで、統一を保つよう仕上げられたこ

の短篇集には、元々は 1970年代半ばから 80年代初めに審かれた映画原案やエッ

セイを基に、改めて小説として書き下ろされた 12の短篇が収められており、そ

の中では 82年のエッセイに基づく「眠れる美女の飛行Jは、それほど長い熟成

期間を経た方ではない。しかし多数のアイディアの中から取捨選択され、最終

的に小説化されたものの一つにこの作品が合まれていることは、このテーマに

対するマノレケスのこだわりを示すものといえよう O

小説版「眠れる美女の飛行Jは、やはりシャルノレ@ドゴール空港の場面で幕

を開けるが、こちらでは出発前に空港が猛烈な寒波に閉ざされ、飛行機の離着

陸が不可能になり、天候囲復を待つ旅客で一杯の空港が、あたかも難民キャン

プのような様相を呈してゆくというように、出発前の部分に大幅な加筆@設定

変更が加えられている。一方「美女Jをめぐるやりとりは、多少の変更が加え

られ、全体により簡潔なものとなっているが、大筋としてはエッセイ版と変わ

らない。

エッ り こカミ

ら話が始まるが、小説版ではまず、カウンターで搭乗手続きをする際に諮り

が「美女」と出会い、続いて寒波に閉ざされた空港のエピソードが挿入されて

から、嵐が去ってニューヨーク行の便への搭乗が開始されることになって、改

めて再会することになる。初めて見かけた「美女Jの描写は、エッセイ版とほ

とんど変わりないが、ここでは「インドネシアかアンデス山脈」出身者のよう

だとされているヘ小さな変更だが、ここでも東洋系とラテン系の特長を兼ね備

えた美貌であることに、変わりはない。離陸直後に「美女Jが薬を服んで眠り

込み、ニューヨークに到着すると起きだし、語り手に自もくれず降りてゆくと

いう展開も、エッセイ版と開ーである。ただしこちらでは、彼女を起こそうと

するスチュワーデ、スと主人公のやりとりや、大量の荷物を持った老婦人をめぐ

るエピソードなど、コミカノレなシーンが加えられてい 'cY0 

主人公が「美女」を見ながら、まずヘラノレド@ディエゴのソネットを、続い

て『眠れる美女』を想起するという順番にも、変更はない。ただし小説版では、

主人公がこの作品を読むに至ったきっかけについては、全く書かれていない。

D Ga油brielGa訂rciaMaむrquez丸，Doce cue1ηuoωS]μ')eθ y陀G句昭8g.ガ?

引用者による。

44 。，
，
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他の日本人作家への言及はなく、自民れる美女』についても、 JJr端康成のある小

説で、という形で内容が紹介されるが、作品名も明記されていない。また結末

部ではなく、この段階で、主人公は自分を「日本の老人J(年齢への言及はない)

に準える100

小説版では、機内の洗面所で、鏡に映った自分の顔が、「愛による破壊」のため

にひどく老いて醜くなっているのに気づくというシーンが加えられており口、こ

れによって、エッセイ版とほぼ同じ表現で語られる「私の自由、そしておそら

くは私の若さをJ取り戻せるよう、彼女を目覚めさせたいという欲求が、エッ

セイ版における誰かが彼女を起こしてくれるのを望むという他力本願なものか

ら、「たとえ怒り狂っていようと、起きている彼女を見るJために、「適当な

実を設けて彼女を揺すぶってやりたいJというより強い願望へと修正されたこ

とに、読者が違和感を感じないようにされている九またこの描写には、自民れ

る美女』二章において、主人公の江口が、眠らされている少女を起こそうと試

みた上、たとえノレールを破ったために二度とここに来られなくなっても、「この

家に来て梅蔑や屈辱を受けた老人どもの復讐を(中略)この眠らされている女

奴隷の上に行うのだJ13と考えて、性交を試みる、/ー

し江口が結局はノレールを破らないように、小説版「眠れ

手も、結局は彼女を起こさない。エッセイ版とは異なり、

ニューヨークで楓爽と機を降りてゆく場面で¥

エッセイ版と小説版、二つの「眠れる美女の

い出』との関係において、注目しておくべきこと

においては、主人公の「美女」との出会いは、

る女に意識を縛りつけられている状態は、彼に苦痛すら

老いの自覚とそれがもたらす苦痛は、既にみたよう

においても重要な役割を果たしているが、ー

ィ版ではやや穏やかに、小説版ではより強く、こ

九が措かれてい

O 

O しカ込

の飛行Jの語り

は「美女J

は明らかだが、『思

O 二つの「飛行J

させ、

O 

ても、エッセ

そ

いくれに反抗したいという語り

ように、『思い出Jにおいて ート 、、

ら



には正反対の結果 ように、変奏が為されているのである。

2題『騒い出』

冒頭でも述べたように、『十二の遍歴の物語』からちょうど 12年を経て発表

された『思い出』では、 『眠れる美女』が材料として用いられている。マ

/レケスがこの影響関係を隠すつもりがないのは、発表前からしばしば、新作が

マノレケス版『眠れる美女』になると述べていたことからも明らかだが、『思い出』

巻頭のエピグラブからして、まさしく『美女』の書き出しの文章である。

「たちの悪いいたずら誌なさらないで下さいませよ、眠っている女の子の

に指を入れようとなさったりすることもいけませんよ、と宿の女は江口

を押したJ(9) 

gus的 al設nCl註noEguchi la mujer 

el dedo en la boca de la mujer dormida 

日l
"14 

のだが、興味深いのは『眠れる

美女』の casa de bellas となっ

この作品は、 casa de las bellas durmientes 

マノレケスのかつての友人で

マリオ@バルガス=リョサは、

に、唯一の非西洋作家の作品とし

に警かれたこの文章でも、スペイ

なっている150 そもそも先

が一人だ

けられている形容詞は"durmiente" 

という『思い出』原題

トルをもじったものなのだが、

て、『眠れ

ト

で

そのも

14 de jうutastristes. Barcelona: Mondadori， 2004. p. 7以

『思い出』からの引用は全て問書からのものとし、注を付け

ジ数のみを記すこととする。翻訳は引用者による。

las 11"zentiras. Madrid: Alfaguara， 2002. pp. 329輔337.参照。15 

ハ
huつω



“…durmiεntεs"でなければ、"…tristεS99と音が合わない。これだけ意識して

パロディ化しているタイトルを、マノレケスがエピグラフに限って間違ってヲ

したとは考えにくい。出版社側の単純ミスでなければ、わざと「間違うJこと

で読者に日くばせしてみせる、マノレケス一流の遊びと解釈するべきだろう。

さて、『眠れる美女』はJlr端の代表作の一つであり、改めて内容を事細かに説

明する必要はないだろう O したがって『思い出』との比較を行う際に、必要な

ポイントをまとめて紹介するに留めることとする。これに対していまだ

版の出版されていない『思い出』については、まず粗筋を紹介しておく必要が

あるだろう O

190歳になる年、私は自分に、思春期の処女との狂気の愛の一夜を贈りた

と思ったJ(9)という文章で始まるこの作品では、

である。この作品は、この年の誕生

主人公が 90歳から 91歳になるまで

エッセイ版「眠れる美女の飛行j のラストで¥イミ

き込まれる年齢、 92歳とほぼ一致している。舞台となっている

アのカリブ海沿岸地方の主要都市、カノレタヘーナ近郊

前は明らかにされていないが、『百年の孤独』をはじめと

となっている、架空の町マコンドのモデルの一つであり、

を過ごした、パランキーリャと推測される160

主人公は比較的裕福な家庭に生まれたが、現在は経済的には没落しき

手前にまで、至っている。元々音楽への関心が強く、地方紙『平和新聞Jの

欄を担当するコラムニストとして活動しているが、記事が古くさく、

えていると批判されるようになってきてい o 内でも椀曲的に引

れたりするが、 く

渉を持ってきたが、

はなく、子供もいないn 一臨めつ

と

この点については、川端作品と

さで、冒頭で「処女と

り

O 



人公は、長らく連絡を取っていなかった売春宿の女将、ロサ@カパノレカスに電

かける。最初は急に言われても無理だと決っていた口サだが、初体験の

ということでかなりの額を払うことを条件に、手筈を整えるのに成功したと

連絡がある O 早速出かけていった主人公は、部屋で、眠っている、歳の少女と

出会う。主人公は彼女の名前を知らないが、歌の詞からとったデノレガディーナ

という名で呼びかけ、ことに及ぶベく起こそうとするが、彼女は何をしても

を覚まさない。主人公は諦めて何もせず、ただ裸の少女を見守ることに喜びを

覚えながら一夜を過ごし、朝になると彼女が目覚めるのを待たずに帰宅する。

少女とセックスをすることなく過ごした一夜は、主人公に両義的な影響を及

ぼす。これについては後に改めて論ずるが、今まで、行ってきた愛のないセック

スとは異なる異性への感情を味わう一方、自分の老いを強く意識させられる。

最初に彼を突き動かすのは、老いの自覚である。単純なミスをしでかしたこと

に老いを痛感した彼は、 90歳の誕生日を記念するコラムの原稿の代わりに、辞

任の意を表する文章を手渡す。一方ロサからは、少女を起こしもせず、何もせ

ずに立ち去った主人公の行動は、少女のプライドを傷つけるものだ、彼女は彼

がそんな態度を取ったのは、不能になっているからだと思っていて、それを言

いふらすつもりだという連絡がある。これに対して主人公は、少女は疲れ切っ

ていて、とてもその気になれるような状態で、はなかったと言い返す。臼サはこ

れを受け、少女のコンディションを整えた上で¥もう一度ただで機会をアレン

ジすることで¥双方の不満を解消しようと申し出るが、主人公は断る。

しかし事態は、単純に老いと終罵に向かつては進まない。主人公は編集長直々

に、コラムを続けるよう慰留され、社では一関に誕生日を祝ってもらう。仔猫

をプレゼントされ、以前とは違う生活が始まりつつあるのを感じた彼は、ロサ

をかけ、改めて出会いをセッティングしてもらう。

主人公が部屋に着くと、緊張していた少女は、リラックスするため口サから

もらった薬の

少女有胤寸つ

々と眠っている O

ロサは、

も何もせず、眠っている

に入らないなら他の処女を手配し

ょうと申し出るが、主人公は彼女が良いのだ、このまま何もしなくていいのだ

と告げ、ロサに熔け老人呼ばわりされる。こうして主人公と少女の、奇妙な逢

い引きが始まる。彼は「部屋」に絵や扇風機を持ち込み、ロサを通して少女を

経済的に援助することを決める。ロサは結婚した方が安上がりだと勧めるが、

主人公は断る。少女が風邪を引いて家で休んでいる聞に、主人公は本やラジオ

を部屋に持ち込み、教育環境を整える。また誕生日のプレゼントとして自転車

oo 
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を買い、自分も試しに乗ってみる。そうこうするうちに、時代遅れと思われて

いたコラムは、愛について熱っぽく語るようになったことで、一躍大人気にな

る。主人公は眠ったままの少女に、自分の生活やコラムの内容、愛読書などを

語り読み聞かせ、母の宝石を身につけさせてみる。

しかしある日、売春宿で銀行家が刺し殺され、警察の追求を逃れてロサが姿

を消し、少女とも連絡が取れなくなる。主人公は少女と出会うことができない

かと、必死に町中をさまようが叶わず、恋煩いのため嚢れきってしまう。やっ

とロサと連絡が取れ、一躍部屋を訪れるが、少女が自分の知らない宝飾品を身

につけているのを見て、この間に有力者の愛人にでもなったかと嫉妬に駆られ、

部屋をめちゃめちゃにしてしまう o ロサはそれは誤解であり、宝石類は自分の

ものだと説明するが、主人公は受け入れることができず、飛び出してゆく O

主人公はかつての愛人、カシノレダと再会し、過ぎ去った日々や現在のことを

語り合ううちに、少女を手放さないよう、アドバイスを受ける。彼はロサに部

屋の賠償をするため、残っている貴重品のほとんどを売り払い、再び少女のも

とに通い始める。そうこうするうちに、少年時代、初めて性の手ほどきを受け

た安ホテルが取り壊されているのを知り、母の幽霊を見る。終末が近づいてい

ることを予感し、到歳の誕生日に自分が死ぬだろうと確信した主人公は、ロサ

に頼み込んで、、この晩を少女と過ごすようとりつけるが、結局何も起きなし

翌朝、主人公とロサは、ふたりで少女を経済的に援助してゆくことを約束し

う。そして彼は、自分が死ぬの

の家へと明るく帰ってゆく o

以上が『思い出~の粗筋だが、それではこの作品は、どのように川端の『眠

れる美女Eを変奏しているのだろうか? 一見「眠る少女にセックス抜きで接

する老人j という設定だけを借りて書かれた、大人の男性向けおとぎ話といっ

た印象の『思い出』だが、実はJrr端作品を極めて精綴に分解し、再構成してい

を過ぎてからだろうと信じながら、自

るのである。

3窃 『患い出』と『自民れる糞女』一一一そ

マルケスは『思い出』執筆に際して、町民れる美女~ (以下『美女』と略す)

の様々な要素を、時にはそのまま、時にはすぐにそれとは分からないよう

に変更を加えて、自作に取り込んでいる。ここでは幾つかのポイントに絞って、

その変奏の仕方とそこから生ずる意味を考察してゆく。
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A 構成、語り手%時代@

『思い出』は『美女』開様、長編というより中篇と呼んだ方が相応しい長さ

だが、どちらも五主主立てになっている。ただし各章が、主人公江口老人の、五

の i宿J 訪問と一致する形になっている『美女』と異なり、『思い出』では、

一章で眠る少女との最初の出会いが語られる点は一致するが、ニ章自は末尾で、

の訪問に赴く主人公が捕かれているが、訪問が行われるのは三章に入っ

てからなので、この章を通して少女との接触は行われていない。一方三章以降

では、各章一間に限定されず、主人公は頻繁に「宿J を訪れている。各主主が一

応完結した形で、江口老人の「宿」での一夜を語る『美女』に対して、『思い出』

の章の切れ目は、次章へと読者の気持ちを引っ張っていくよう、起承転結の切

れ目(上述の通り、二章と三章は合わせて、主人公が最初の体験の後、「宿J に

めるまで、を扱っているので、厳密には起承承転結となっている)に配置

されている。ここには、連作短篇として不定期に発表した作品を、最終的に長

編としてまとめることが多かった)r(端と、短篇にも優れたものはあるが、長編

の方が質量共に勝るマルケスの、個性の違いが表れている。

『思い出』は、主人公の一人称諮りとなっており、『美女』は、江口老人の視

れている。『美女』が、最も諮り手に近い江口の感情をも、

少し距離を置いて冷静冷酷に描いてゆくのに対して、『思い出』では、主人公の

少々滑稽な恋の病も、内側からもっともなものとして肯定されている。

『美女』の舞台はもちろん日本だが、エッセイ版と小説版、二つの「飛行J

でマノレケスが思い込んで、いたのとは異なり、「京都の近郊J というような、はっ

きりとした場所の指定はない。五章では、宿で頓死した男の葬儀に江口が出、

そこで彼に宿を紹介した木賀老人とも出会って話をしていることから、江口の

からそう離れた場所ではなく、またここでの会話から、周辺に温泉宿が

各種あるような土地柄であることが分かる (95-97) 0 一 は、間想、シーン

で、「神戸の女J との情事の後、江口が「東京に帰るJ という表現がある (67)。

江口の住所がこの頃から変わっていないと仮定するならば(変わっていること

はない)、東京からそう遠くなく、温泉地であり、「宿」の窓からは

海が見える (61) この「暖かい土地tJ (13)は、熱海か伊豆あたりになるのでは

ないだろうか。マノレケスがそれを「京都の近郊」と思い込んだのは、)11端=伝

統日本の美=京都という、あまり日本に詳しくない人間らしい連想が働いたこ

とによるものと思われる。あるいは一章の回想シーンで、江口が女と京都に行

く場面から、この錯覚が生じたのかもしれない。しかしここでも江口は「京都

ハり
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へかけおちJ し、「東京に帰J ることになっている (28-29)。

『思い出』の舞台は、先に述べたように、バランキーリャである。こちらも

作中では名前が明らかにされていないが、パランキーリャを知る人間にはそれ

と分かるように、様々な情報が書き込まれていることは、既に述べたとおりで

ある。「宿」の内部でドラマが全て展開し、外部は江口の回想によってのみ、小

説内部に導入される『美女Jでは、「宿」の周囲の土地については、前述した断

片的な情報しかなく、海以外は主人公によって眺められることもないが、これ

に対して『思い出』では、 ドラマは主人公の家や仕事場を合め、町全体で展開

される。主人公の通常の生活圏はもちろん、四章でデノレガディーナを探す主人

公は、普段は縁のない工場や病院まで訪れる。「宿」は舞台の一部を成すにすぎ

ないのだ。

『美女』においては、作中で実際に起きるドラマは、「宿」の内部という限定

された空間で発生するが、江口の回想は東京から京都、神戸といったように

様々な土地へと広‘がってゆく。これに対して、近郊の主要都市カノレタヘーナと

サクラモンテに数度旅行した以外は、町を出たことがないという『思い

出』の主人公は、回想においても、作中の現在においても、この町のあちこち

を訪れる。様々な土地での体験を前提としながらも、それを閉鎖的な「宿」に

いる今の江口の心理に収数させて諮る『美女』に対して、『思い出Jは、

の活動@回想を通して、故郷ノミランキーリャという一つの町を描くことを指向

しているひ『思い出』を、マ/レケスがパランキーリャへの愛情を表明するために

た小品とみなすことも可能だろう。ここには、『雪国』や『古都』のように、

ある地方を特定して舞台としても、それを登場人物の心象風景であるかのよう

に描いてゆく川端と、マコンド物や『予告された殺人の記録』など、一貫して

共肉体に関心を寄せる、...、 V/、

なお、『美女』の

とれるが、これも

では、世紀末に父親が結婚に際し

から到歳の誕生日にかけての

ているように思われる O しかしここ

なら、

は、-80年代になっていな

ルロス e カルデノレのタンゴが流れ、ラ

記述からすると、 1950年代くら

はじめと

『思い出』

、90

され

とと

「現

い。だがボレロが流行し、

はあるが、テレビはないという

のようにJ思われる。そうだとすれば、



父親が家を買ったのは 1860年代となり、これを r19世紀末」と呼ぶのはおかし

くなる。ただしテレピはおろか、映画も登場せず、劇場で演劇やコンサートを

楽しむのが一般的な娯楽となっていることから、それよりさらに前、 191世紀を

舞台にしているような印象も与えられるに

このように、『美女』も『思い出』も、 1950-60年代と思しき時代設定になっ

ているが、厳密なものではない。過去が鮮明に更生ってくる一方、現在は外部か

ら孤立した「宿J に囲い込まれている『美女』においては、問時代の社会はさ

して重要で、はない。また既に 21世紀に入ってから発表された『思い出』におい

ては、 ドラマの展開する時代そのものが、半世紀近く前の、追憶の対象である

「古き良き時代」なのである。

人公と取り持つ女性

『美女』の主人公は、 67歳の江口老人。イ也の老人客とは違い、まだ性的不能

ではないが、老いや死を身近に感じ始めている。過去には様々な女性と交渉を

持っており、その思い出が眠る少女たちに触発され、建ってくる。彼が思い出

す女たちには、芸者もいるが、妻や娘、不倫相手、母などが合まれており、ほ

とんどが堅気の女性である。「宿」を訪れるうちに、ここのノレールを破り

破壊したいという、悪の衝動に駆られ始めるが、江臼にとってはそれが、老い

17 こうした厳密なようで、どこか暖昧なところのある時代設定によって、自然主義的リアリズふの

限界をすり抜けるのは、マノレケスの得意とするところである。代表作『百年の孤独Jでも、 1860

年代から1960年代までの百年間に、天地創造から黙示録的終末までの時間を重ね合わせてみせて

いる。

陵昧さは、吉くさいタイプの文章家とされている主人公の愛読書にもみられる。彼の書棚には、

ミスを避けるための辞書類と共に、ペレスロガルドスの『国民挿話』と、トーマス@マンの『魔

の山Jが置かれている。 19世紀スペイン自然主義文学を代表するガルドスは、あまりにも規範的

な存在になってしまったため、マノレケスら「ブーム」の世代から、古くささを象徴する作家とし

て扱われることが多い。フリオ@コノレタサノレも『石蹴り遊び』の三十四章で、主人公にガルドス

を批判させている。時代設定が1960年代から80年代のどの時点でも、 19世紀文学への主人公の晴

好を、古くさい趣味とみなすことは可能だろう。

しかし20世紀前半に活躍していたトーマス・マンの場合には、そう簡単には断言できない。そ

れもこの時点で90歳になる老人の趣味としては。 1980年代という設定なら、自分が若かりし日の

作家に悶執しているととることができる。しかし50年代に90歳になるという設定と見た場合、マ

ンが時代遅れと見なされるようになった時期とは言いにくい上、主人公は中年を過ぎてからマン

を読み、愛好していることになる。

なお、映画への言及の不在は、マルケスが意図的に時代設定を綬昧にしようとしていることを、

明らかにする。シナリオ教室を主宰し、製作にも乗り出したことがあるほどの映画好きのマノレケ

スが、もし1950年代のパランキーリャの風俗を再現することを目指していたのなら、大衆娯楽と

して当時全盛期を迎えていた映画への言及を行わないということは、あり得ないだろう。
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や死への反抗でもある。感情生活については、回想を通して様々な側面が紹介

されるが、職業生活については一切明らかにされていない。

WJ思い出』の主人公については、粗筋と絡めて二節で紹介したとおりである。

地方新聞で文化欄を担当するコラムニストで、一@二章では、両親や家屋敷、

新聞での仕事や社会的な関係など、主人公にまつわる様々な情報が明らかにさ

れている。性的にはまだ不能で、ないと主張しているが、このことについては次

に「女たちJ を扱う中で、改めて論ずる。過去には多くの女性と交渉を持って

きたが、必ず金銭を介在させることをルールとしてきており、相手のほとんど

は娼婦だった (16)0 粗筋で述べたように、「部屋J を訪れるうちに、少女への

「愛J に目覚め、生命力を取り戻してゆく O

一見似たような女性遍歴を繰り広げてきたように思われるこ人だが、その内

実はずいぶん違う。眠る少女たちとの接触によって、江口は次々と過去に交渉

を持った女たちを思い出すが、その記憶は、現在横にいる少女たちと陪じくら

い、あるいはそれ以上のリアリティーを持っている O そして現在においては、

眠らされた少女たちと、コミュニケーションのとれない状態に置かれてい

とは対照的に、回想されるのはほとんどが、女たちとの一ーただしすれ違う一

一コミュニケーションの場面であ'w0 

これに対して『思い出』においては、

れほど縮かくは捕かれていない。歳から歳までの

ストによれば、この聞に相手にした女性の数は、

いては、

けていたり

後に論ずる母フロレンシア、元婚約者ヒ

ナ、元娼婦カシノレダが、

度であるむそのいずれ U 、

デルガディーナほど

とっては、

九

ミ
ー

の言葉にもかかわら

と、初体験の相手だけで

べたように、物語内 としてより、 ト

18 
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もじりとして思いつかれていることを、裏付ける。

と、そこを取り仕切り女を取り持つ女性の位置づけも、二つの

品ではかなり異なっている。『美女Jに登場する「宿の女」は、 40代半ばで¥

前も素性も分からない。睡眠薬で眠らせた少女を、性的不能になった老人客

に提供するという、特殊なサーヴィスの「宿J を仕切っているが、オーナーは

別にいるのか、はっきりしない(9 ) 0 江口老人とは、「部屋」に入る前後に言

葉を交わすが、二章以降、この「宿」のノレーノレを破ろうとする欲求に駆られる

江口との閤で、緊張が生じてくる。特別な信頼関係は、二人の閤に存在しない。

にとって「宿の女J は、眠る少女たちとも、回想に現れる女たちとも異な

あ"cv0 

を取り持つのは、ロサ@カパノレカス。町では

、きちんとした商売をすることで、信用がある。

若い頃は大柄だったが、今では老齢でしぼんでいるといった具合に、一章で彼

女の経歴から容貌に至るまで¥一通りの情報が提供される。主人公とも古い顔

馴染みながら、物語が始まる時点では、しばらく疎遠になっていた。「処女との

ツグ λ」ぜ思い立った主人公から情年ぶりかで連絡を受けて関係が再開され

O 

ァ-
」間関昏

は常に誠実であり、

いなしながら、信頼関係を築いてゆく。

る役割だけでなく、『美女』

フ

「秘密のく

なってゆく O

の老人J (14) という表現からす

ょうだが、 について

が二つの において、この「宿」が高額の会費を取

に一節でみたとおりである。『思

は、秘密の存在ではな

ここで殺される男が銀行家であ

かしデルガディーナという 14歳の処

のを理由に、ロサは通常よ

は、経済状況が悪化する中で女の下

くも

女

り
O 

19 の主人公は、いつも急に思い立つてはロサに電話をかけ、デノレガディーナとの逢瀬を

取り決める。作中何度も繰り返されるこの行為は、江口がいつも「急なお電話でJ来るという、

「宿の女」の言葉を踏まえている。



へ通い続けたことで、破産寸前に追いやられた主人公は、嫉妬に狂って荒らし

た部屋を修繕するために、母親の宝石を売ろうとするところにまで追い込まれ

てしまう (98-99)。デルガデイーナという眠れる少女との付き合いは、金銭

的に植めて高くつくものなのである。

C 女たち

『美女』において、眠らされて、あるいは回想シーンで登場する、議々な女

たちの特徴は、『思い出Jにおいては、要素に分解された上で¥改めて組み合わ

され、デルガディーナを中心とするより少数の女たちの特徴として、再聖堂場し

ている。

まずは「宿」で提供される、一連の「隠れ

おいては、睡眠薬で眠らされていて

異なる、計G人の女たちが登場する。

みよう。『美女』に

ごとに

の の女性。こ

うとするが、章では若い妖婦タイプの女性が現れる。江口は彼女を起こし、

処女であることに驚いてやめる。彼女は寝言で母を呼ぶ。二

16歳くらいの「小さい子Joまた回章に

る娘との接触や回想、より、宿の女とのやりとりに

るのは、

は眠

く割かれている。

;まには、「黒い娘J と「やさしい娘J

のけられ、老いを感じ、「やさしい娘」 めるが、 は

が急死する O

宿で提供されるこれらの女たちは、江口が過去に関係した女たちを思い

せる、触謀の役割を果たしている。したがって作品中では、自の前にいる女た

ちも、自想、に出てくる女たちも、同様のリアリティを持っている。

一方 WJ思い出』で眠らされてい

かし彼女は『美女J
ている。まず身体的な特徴としては、

もあまり

は、デルガ

ち

O し

に近い

が、

人公

女の名前を知らない

り、途中でロサが本名

『美女~場合と

た

ア
』
F

勺
/

由で情報 り、 は 九



だということが分かっている。そのために手配されているので¥『美女』の眠る

O 

初めての晩は、疲れをとるためにとロサが与えた薬が効きすぎて、眠ったま

ま起きない。主人公は起こしてセックスをしようとするもはねのけられ、結局

何もしないで、帰宅する。この部分には、磁眠薬で眠る女性と添い寝をするが何

もしないという、『美女』の「宿J のノレーノレと、それを破ろうとした主人公が、

相手が処女であることに気づいてやめる二章、および「黒い娘」にはねのけら

れて老いを感ずるという五章のそれぞ、れの場面が、組み合わされている。

二回目の「情事」がもたれるのは、三章である。ここでは主人公が部屋に着

くと、リラックスするためロサからもらった薬を服んだデノレガディーナは、昏々

と眠っている。主人公は今度も何もせず、眠る少女を見守って帰宅する。ここ

でも『美女』の「宿」のスタイルが、偶然の結果として導入されている。しか

しその方がいいのだという主人公の言葉によって、以後眠るデノレガディーナの

下を訪ねるという形式が確立する。ニ晩目以降は、なぜ彼女が眠ったままなの

か、理由の説明はない。時には起きている彼女と会ってみたいとも思う主人公

だが、ある娩彼女が寝言をいうのを開き、口調に平民的なアクセントがあった

ことから、眠ったままの方がいいと確信する。『美女』では、二章に出てくる

が、寝言をいう。

このように、『思い出Jのデノレガディーナには、「美女J の眠る女たちの様々

な要素が組み合わせて付与されているが、そこに異なる意味づけがされている。

も大きな違いは、この特殊な関係が老人に対して持っている意味だろう。

『美女』一章で木賀老人は、眠らされた女の下を訪れる理由として、「眠らさ

れた女のそばにいる時だけが、自分で生き生きしていられるJ (20) r眠りこん

でいて、なんにも話さぬし、なんにも聞こえぬ女は、もう男として女の相手に

なれぬ老人に、なんで、も話しかけてくれ、なんでも聞き入れてくれるようなの

だろうか」

と感じた

と言う O しかし二章で宿の女にインポテンツを当てこすられた

は腹を立て、「この家に来て侮蔑され屈辱を受けている老人どもに

代わって復讐してやるために、この家の禁制をやぶってやったらどうだろう J(40) 

と思う。しかし少女が処女であることを知って、性交を強いることをやめた後

は、むしろ江口の想像は性ではなく、生と死の境界の暖昧さに向けられるよう

になる。老人の老いと死についての想像は、五章冒頭での福良専務の頓死で頂

点を迎えるが、三輩、四章と続いてきた、眠る少女を殺してみたいという欲望

は、五章末での「黒い娘」の頓死で頂点を迎える。五重量を印象づけるのは、こ

po 
q
J
 



の二つの想像@欲望と頓死が、冒頭と末尾にクロスする形に配置される、幾何

学的ともいえる構図である。

一方『思い出』は、この設定を巧みにパロディ化している。眠る少女との関

係は、一章において、主人公にそれまでは感じていなかった老いを実感させる。

「私は我が90年の重みを感じ、死ぬまでにかかる夜々の分数を、一分一分数え

始めたJ (33) という、一夜明けて主人公が抱く耐え難い思いは、老いが耐えき

れなく感じられる時に「宿」を訪れるという、『美女』一章の木賀の言葉を、反

転させたものである。これに『美女』二章での江口の反応が合わさり、近くに

眠る女に手が出せない状況が、主人公のこの呪縛を打ち破りたいという強い欲

求と、それが叶わなかったことからくる挫折感をもたらすという展開になって

いるのだが、これは『思い出』だけでなく、二つの「飛行」にも共通するもの

である O

だがこ的挫折感の意味は、江口の反応が意味するものとは異なる。江口も『思

い出Jの主人公も、最初は自分の性的能力を疑っていない存在として登場する。

しかし江口が実際に挿入しようとして、相手が処女であることに気づいてやめ

るという記述が、江口の性的能力を確認した上で、テーマを性的不能から苑へ

と移行させるのに対し、『思い出』では、挿入は少女を起こせなかった時点で断

念されるc 二つの「飛行J では、飛行機内というシチュエーションから、性交

を行うことははじめから不可能だが、『思い出』の状況は異なる O 「惨めに哀れ

に自分を感じながら、彼女を起こしたところで何になるというのかと自問したJ

(31) という主人公の言葉には、江口とは異なり、不能の自覚の響きがある。

二章ではロサの言葉に対して、ぼかしながらも、「その意味では(中略)もう私

は役に立えないのだJ (47) と、不能を認める返事をしている。

しかしその一方で、デルガディーナとの一夜で主人公は、それまで知らなかっ

た、「欲望の圧迫も着恥の邪魔もなく、眠る女の体を見つめるという、信じがた

い快楽を発見したJ (32) という。そして彼はその事実を受け入れ、もはや性交

を試みようとはしないまま、デノレガディーナに話しかけ、想像の中でやりとり

をするようになる。この過程は、江口が作中辿るものではなく、木崎老人の主

張する「錆」の効力に近い。眠ったままのデルガデイーナは、まさしく「もう

男として女の相手になれぬ老人に、なんでも話しかけてくれ、なんで、も開き

れてくれるようなJ存在である。主人公が彼女の本名を知ることを拒否し俗的、

その口識の「平民的な響きJ (76)ゆえに、眠ったままの彼女と接する方が、

を覚ましえ彼女と付き合うより好ましいと判断するところでは、彼が少女を自



分の願望を投影する リーンとしてしか見なしていないことが、明らかにさ

O 

かしながら、批判の余地のあるところだが、マノレケスはこうした主人公の

むしろ肯定的に捉える。「女という女に絶望してしまったJ (20)男の、

の触媒として、眠れる女を求める木i崎とは異なり、『思い出』の主人

は、このデノレガディーナへの「愛」ゆえに、若返ってゆく o 性交を強制しさ

えしなければ、どれほど女性の人格を無視して、一方的に欲望を押しつけるも

のであっても、プラトニックで美しい「愛J なのだというマルケスの主張は、

くとっても思春期の青年のような思い込みであり、悪く言えば手放しの男性

中心主義である。しかしこれを「思春期的な恋愛感情J として肯定することか

ら、物語は『美女』と
ラ醐

」也事

向に向かうことになる。この点については、

O 

さて、『美女』と『思い出Jには、眠る少女以外の女性たちも登場する。彼女

たちは、『美女Jでは囲想、シーンに登場するだけだが、『思い出』ではドラマ的

にも関わりを持ってく "cy0 

まず、主人公の妻と娘についてみてみよう。江崎の妻は、回想の中にちらり

と出てくるが、娘の母として(二章)か、母のもとを共に訪ねる新妻として(五

か、いずれにせよ影は薄い。これに対して二章では、三女が二人の男性に

惹かれ、一人に処女を奪われた後、もう一人と結婚したという事件が、江崎に

とって女性心理の理解しがたさを示すエピソードとして、思い出されている。

『思い出』の主人公にとっては、妻的な存在は二人いる。二章で回想される

ヒメーナ@オノレティスとは婚約に至っている。いい家柄で、セクシーでもあり、

婚約期間中から赤ん坊の靴下を編んで、いる。セックス以上に出産が重要なテー

マとなっている『美女』とは異なり、『思い出Jで出産あるいは幼児を想起させ

るのは、この行為のみである O しかし結婚式前夜、主人公は独身さよならパー

ティーを売春宿で開き、そのまま式をすっぽかすことを決める。ヒメーナはそ

の後別の男性と結婚、五章で主人公と再会するが、彼が誰だか分からない。も

う一人の女性、ダミアーナは、若い頃からずっと彼の家で働いている女中。時々

とは性交渉があるが、彼がアナノレ@セックスしか要求しないので¥老い

た今でも処女だという。主人公はデノレガディーナとの関係で脳みが深まると、

なぜ我々は結婚しなかったのだろうとダミアーナに言うが、彼女はずっと申し

つ Lいたが、今では還すぎると言うは2-43) 0 



主人公と二人の関係は、典型的な伝統的男性中心主義社会のものといえよう。

そこでは家柄が釣り合い、子孫の誕生が望まれるが、結婚まではセックスが許

されない正式の夫婦関係と、身分の低い「性生活を伴う女中」との、子供を持

つことが詑否されている愛人関係が、並行して存在する。しかし主人公とこの

二人の間では、最終的に関係が確定しない。ヒメーナとの「望ましい結婚」は

主人公自身によって否定され、ダミアーナとの「事実婚」は、女性の側から承

認を拒否される。しかし後者を、フェミニズム的な意味で、肯定的なものとと

ることはできない。ダミアーナの拒否は、彼女の自立を意味するものではなく、

単にデルコガディーナとの、同じく階層格差を前提とした関係に、承認を与える

ものに過ぎないからだ。

『思い出Jの主人公には、多数の女性関係にもかかわらず、子供は全くいな

い。しかし物語終盤では、デルガディーナが主人公とロサの娘のような存在に

なる。終幕で二人は、生きている限りデルガディーナを経済的に支えていくこ

とで、同意するのだ (108-109)。ただし主人公とロサの紳は、あくま

ガディーナを介して成立しており、二人の間に恋愛感情は設定されていない。

しかしこの変化を前提とすると、田章で、嫉妬に狂っ

かりやすくなる O ここで、デノレガディーナは、別のパト口ンに処女

を受け、その上で主人公とも関係を持とうとしているのではない

が、これは『美女』二章で回想される、二人の男と関係

ドを、パ担ディ化したものなのだ。

共通点よりは相違点の目立つ妻娘の扱いに対し、

母の扱いである。『美女』においては、

核で死ん充母を思い出す。

ジを、さらに強めている。短いながらも印象的なこの場面は、)1

する母へのこだわりの表れであると同時に、母口妻=娘と連なる女系

と、老いえ自分の記憶に残る母の乳湧という、時間を遡航する

ねられ、クライマックスへの重要な伏線となっている (111- O 

愛人とのやりとりに始まり、『美女』においては女性の

と結びつけられていることを、忘れてはならない。この作品

は、一見エ口ティシズムを強調した趣向にもかかわらず、男のセッ

に限定されない、「女性性」の総体なのである。「深紅のびろう

に包まれた「部屋J は、何よりも子宮を想起させる。性と

(主体としての)男の生のみならず、その果てに待つ死をも可る

のは、

て、

して出

「女」

だ。



母の吐血の場面は、「最初の女」としての母からの連想、そして「部屋」の深紅

のカーテンへの言及と合わさりも「死」と「性」と「出産」、全てのイメージを

併せ持つ。このように強烈な印象を残す母に対して、父親はといえば、この場

面でちらりと想起されるのみである (110-111) 0 

これに対して、[思い出』の主人公の母親は、江口の母を想起させながらも、

アンチ@クライマックスに向けて、話をずらす役割を担っている。彼女につい

ては、一章で細かく紹介がされる。名前はブロレンシア@デ@ディオス@カノレ

ガマントス。美しく教養がある女性で¥主人公は彼女に対する愛情をしばしば

表明するが、 50歳の時結核で死んで、いる。母の後を追うようにすぐ死んだとさ

れる父親は、ごく僅かな例外を除き、母親との関係で言及されるだけで、長い

名前が記されている母と対照的に、主人公同様名前が分からない (16)。五章に

なると、主人公は彼女の幽霊を見かけ、自分の死の予告だと思う (107-108)。

またその直前には、解体されたかつての住居を見ながら、そこで、出会った初体

験の相手である娼婦のことを思い出しているは04-106)0 ここでは、『美女』

における、「黒い娘Jの、さらには江口自身の死を予告するような母の死の

ふ彼女が「最初の女」であるという江口の言葉とが、切り離されて登場

」 ν〆」ムハ品はこれを自分の死の予兆と見なすのだが・・・生と死の

問領域に捉えられた存在として、「部崖口子宮Jに取り残される江口とは異なり、

彼は死ぬどころか、医者の保証付きで¥百歳まで生きるつもりで「宿」を出て、

帰宅するのである。

なお両作品には、重要さは劣るがもう一入、「外国人の妻Jというキャラクター

が、共通して登場する。『美女』においては、三章で登場する神戸の女である。

夫は商社勤めで¥シンガポーノレに行っていたが、彼が日本に戻ってきてから妊

娠したらしく、以後江口との関係は絶たれる (67-69)。江臼は夫と面識がな

いはずだが、彼女とは西洋人のいるバーで、出会っており、セックスの際に着て

いるものを全て脱ぎ去る女を見て、「自入との習わしなのだろう J (65) と考え

ていることから、西洋系として想像されているようである。

『思い出』に登場する「外国人の妻」は、五章で、登場するかつての愛人、カ

シノレダ@アノレメンタである。思春期に主人公が通い詰めていた娼婦だったが、

体をこわして引退し、中国系の農園主と結婚。今は落ち着いた暮らしをしてい

る (94)0 主人公にデノレガディーナを手放さないようアドバイスする役所だが、

がわざわざ「中国系J と設定されているところに、『美女』の影響が感じられ

る。おそらくマルケスは、はっきりしない白人性への言及より、シンガポール
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で働いているという部分に目を留め、主人公を取り巻く女たちの中に、「中国人

の妻J を合めたのだろうと思われ石戸

D エロティシズムと死

最後に比較しておきたいのは、モティーフの扱われ方である。『美女』におい

ても『思い出』においても、エロティシズムと主人公の老い、そして死のイメー

ジが、重要な役割を果たしている。しかし二作品の最終的に目指すところは、

真逆といっていい。

『美女』における江口と眠らされた少女たちとの関係には、デカダンなネク

ロフィリアが強く感じられる。一章で初めて江口が宿を訪れた持、彼は眠らさ

れている少女が「水死人のたぐ、い」ではないかと想像する (13)。実際に若く美

しい娘であることを確認してからも、彼は娘が「まるで生きているようだJ(17) 

と思う 200 二章で女の存在が、自分たち老人の不能を噌笑うもののように感じら

れた時の、江口の暴力的な反応については、既に述べた。三章以降は、死んだ

ように眠る女をいっそ殺してみようと思ったり、自分も同じように薬をもらっ

て眠りたいと思ったりと、屍姦願望と殺人@自殺願望が重なり合うようにして、

エロスと死の結びつきが強まってゆき、その頂点として、老人の死で幕を開け、

娘の死で幕を閉じる五章がくる。また乳幼児や出産にまつわる思い出や悪夢が

前面に出ていた一章から、最初の女にしてその死が思い出される存在として

を描き出す五章に向けて展開することで、作品全体が子宮田帰と死を結びつけ

てゆくことになる。

『美女Jにおいては、作中経過す
ヲ酔

、 」剛岬

江口は、波と風の音を耳にして、「風は冬の近づく

けて「冬の近づく音と感じるのは(中略)江

(12) とあるが、この文章によって、まだ火鉢があ

J U...6)ζ思う。

のせいかもしれなくてJ

り

に冬へと向かいつつある季節と、まだ老いさらばえて

を意識するようになっている江口とが、結びつけられている。『山

ついてよく論じられるように、)r(端作品では、

しばしばあるが、『美女』においては

カ去、

などに
子園

、町申

びつけら札ている。回章 は「みぞれが降りはじりj

が過ぎて、海荒れが真冬の音だったJ (92)という一文で始ま"<;V0 

20 ネタロフィリアは、マルケスにとっても全く無縁のテーマではない。彼;こは「世界で最も美しい

水死人」という短篇もある。ただしこちら

ーよ4ム



識しながらも、まだ身近には感じていなかった一章から、老人と娘の死に実際

晩秋から真冬への季節の変化と結びつけられている。

は、エ口ティシズムと死の関係は、『美女』をなぞっ

ているように思われる。当初自分の衰えを全く意識していなかった主人公は、

眠る少女と接することで、者いを自覚する。また「宿」と関連して、死を連想

させる事件も、次々と起こる。初めての夜、主人公は行く先を誤魔化そうとし

て、タクシーの運転手に、「世界慕地 CemεnterioUnivεrsalJへ行ってくれと

頼む (24)0その後も別の運転手から、あの売春宿では人が殺されるから気をつ

けろと注意される (63)0 また知らぬ聞に洗面所の鏡に書かれていた文字につい

て、ロサはデルガディーナは文盲だから、その部屋で死んだ人の幽霊が書いた

う (69)幻

きるが、このエピソードは、『美女』にお

を、明らかに意識して警かれている。しかし五章冒頭に配置

され、老いとエ口ス、死の連続性を強調するオリジナノレに対して、こちらはむ

つ

コミカノレな挿話として仕上げられている。殺された銀行家の死体について

細かく描写がされるが、年齢は言及されない o オワジナルで、は、

O 

O 

いう推測が、江口と木崎によって為され、

だけで、江口は直接この事件にかかわっ

は、処分するため死体に服を着せる手伝

このエピソードは、主人公自身の死とは、全く結び

のた vハ

いう

イーナと会えない状態

のための、布石に過ぎ

を思わせるような描写は、全く為されてい

りに再会した彼女は、「プラクシテレス

の顔に湛えているとされる。これは

『ヴェニ 。

として挙げられていた『魔の

を結びつけて描いた代表作、

ながら、『美女』や『ヴ、エ

一、-働

21 

って、 この場面のデノレガデ、イーナ

福良専務の死をめぐって、江口と「宿の女J が交わすやりと

りi盛霊が出ますよJ という女に対して、江口が「僕

についてさJ と返すのである (98)。



は、「彼女を二っか三つ、前より年上になったように見せるJ (89) 体の成熟を

示しているのだ。女性らしく成長を続ける肉体を持ったデルガデ、イーナは、あ

らゆる死への連想を断ち切り、生命力を主人公に与える。この作品ではエロス

が、文字通り回春作用をもたらすのだ。

『美女』がエロスとタナトスの結びつきを描き出すのに対し、『思い出』はエ

ロスによる再生をアピールして終わる。スペイン諾留の読者に対して、この連

想を最も強くもたらすのは、主人公が接触のとれなくなったデルガディーナを

探して、町中をさまよう場面だろう。ここでは主人公が訪れる

が、「水曜の灰J を額につけているという描写があり

トの死と復活を祝う、聖週間と重なっていることが示さ

女Jとの関係においてより興味深いのは、

誕生日、立月 5日の夜をー絡に過ごし

めきと木々のパニックのようなものJ(73) 

リスマスの風がやってきたJ (73) と記す。

この場面での、海と

ある。そしてこ

女』

〉酔

、、'-- がキリ

いる220 しかし

うO デルガディー

『美女』 ニL

いう、

というのもここでマ

ディ化しているからである O

生の「冬」である老いと、その極にある死を暗示する役割を担っている。しか

しながら、年末年始が季節的に冬である口~;-:は奨江 V) ... 11ねいttl，JIり捧持ど はっ

ている、 て l月も冬では

く、クリスマスの、すヲ- )>酔

、一、四
〉四

'-岬

ちキリ

結

もた O 

してきたよう

し、パロテイ

\j十l~

C々

深さがな

が濃厚な『美女』

かんとうたいあげた ころにこ た ょう O

る。


